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あしや

市議会
だより
2018年 11月

No.106

芦屋市議会は、市民の皆さまにより分かりやすく、親しまれる議会だよりを目指しています。

ぜひ皆さまのご意見をお聞かせください。

伊勢幼稚園
芦屋市の浜手にあり、図書館、美術博物館が並ぶ文化ゾーンにある幼稚園です。

南は旧防潮堤で、芦屋浜名残の松があり、落ち着いた環境の幼稚園です。

◦注目の議案をPick up

◦平成29年度決算

◦一般質問



※
全
て
の
議
案
等
の
内
容
と
審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ
の
「
審
議
結
果
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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今
定
例
会
で
は
全
部
で
29
件
（
市
長
提
出
議
案
28
件
、
陳
情
１
件
）
の
議
案
等
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
こ
の
中
か
ら
３
つ
の
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

平成30年
第4回定例会

9月3日～

10月4日

32日間

注目の

議案
注目の

議案
注目の

議案
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
第
70
号
議
案
）

市
内
４
小
学
校
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
※
１

事
業
の
委
託
、
市
立
美
術
博
物
館
お
よ
び

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
な
ど
の
４
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
業
務
に
係
る
債
務
負
担
行
為
※
２

の
追
加
な
ど

可 決
（賛成多数）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
委
託

【
内
容
】
　
指
導
員
不
足
へ
の
対
応
と
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
目
標
達
成
の
た
め
、
現
在
８
小
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る
学
童
保
育
の
う
ち
、
４
小
学
校
の
運
営
を
民
間

委
託
す
る
も
の

Ｑ 

保
護
者
や
指
導
員
に
対
す
る
十
分
な
説
明
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
提
案
を
し
て
き
た
の
か
。

Ａ

 

来
年
１
月
に
は
新
年
度
の
募
集
が
始
ま
る
た
め
、
保
護
者
の

方
に
不
安
な
く
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
も
、
こ

の
時
期
に
提
案
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

Ｑ 

民
間
委
託
と
い
う
手
法
を
用
い
な
く
て
も
、
指
導
員
が
不
足

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
人
を
配
置
す
れ
ば
、
現
在
の
公
設
公
営

の
ま
ま
で
十
分
に
運
営
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

 

施
設
の
状
況
や
指
導
員
の
配
置
の
問
題
、
コ
ス
ト
面
な
ど
、

総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。

Ｑ 

現
在
の
公
設
公
営
の
形
で
学
童
保
育
事
業
を
継
続
で
き
な

い
理
由
は
？

Ａ

 

一
番
大
き
な
理
由
は
指
導
員
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
指
導
員
が
休
ん
だ
場
合
に
予
備
の
指
導
員
を
充
て
る

が
、
そ
の
指
導
員
も
な
か
な
か
採
用
が
で
き
て
い
な
い
。
そ

の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
の
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ 
学
童
保
育
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
へ
の
説
明
が
不
十

分
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
予
定
は
？

Ａ

 

今
後
、
説
明
会
を
開
く
予
定
に
し
て
い
る
。
事
業
者
が
決
ま

れ
ば
、
事
業
内
容
な
ど
も
説
明
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

保
護
者
か
ら
送
迎
に
関
す
る
不
安
の
声
が
届
い
て
い
る
が
、

そ
の
不
安
を
払
拭
で
き
る
の
か
。

Ａ  

児
童
が
他
校
か
ら
移
動
し
て
通
級
し
て
い
る
「
に
じ
い
ろ
学

級
」
の
利
用
者
に
対
し
、
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
お
り
、

そ
の
中
で
出
た
意
見
等
を
保
護
者
に
お
知
ら
せ
し
、
少
し
で

も
不
安
な
ど
を
解
消
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
意
見
・
要
望
な
ど
】

⃝
  

保
護
者
や
指
導
員
は
大
き
な
不
安
の
中
で
要
望
書
を
出

し
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の
不
安
を
取
り
除
い
た
り
、
要
望

に
応
え
て
い
く
こ
と
が
行
政
の
役
目
で
は
な
い
か
。

⃝
  

民
間
事
業
者
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
勤
務
体
制
が
整
い
、

待
機
児
童
の
解
消
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
に
も
持
続
的
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

と
考
え
る
。

⃝
  

１
年
生
や
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
な
ど
に
つ
い
て
は
、

指
導
員
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
精
神
的

な
負
担
を
感
じ
な
い
か
心
配
で
あ
る
。
そ
の
辺
り
の
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
す
る
。

【
賛
成
討
論
】

⃝
  

指
導
員
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図

る
に
は
、
民
間
委
託
は
一
定
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え

る
。
今
後
、
官
と
民
で
競
い
合
え
ば
質
的
向
上
も
図
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
拠
点
校
方
式
に
よ
り
、
児
童
が
他
校
へ

移
動
す
る
場
合
の
安
全
確
保
に
は
十
分
に
意
を
用
い
て

ほ
し
い
。

⃝
  

こ
れ
か
ら
人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
日
本
に
お

い
て
、
す
べ
て
を
「
官
」
で
や
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
基
本

的
に
は
民
間
に
任
せ
て
や
れ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う
い
っ
た

方
向
で
や
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

質

疑 11Pick
up

Pick
up

【
内
容
】

⃝
  

市
お
よ
び
関
係
事
業
者
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策
定
等
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
無
電
柱
化
に
関
す
る
施
策
を
推
進

し
、
公
共
の
福
祉
の
確
保
お
よ
び
住
環
境
の
向
上
等
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
（
第
68
号
議
案
）

⃝
  

無
電
柱
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
芦
屋
市
無

電
柱
化
推
進
基
金
を
設
置
す
る
も
の
（
第
69
号
議
案
）

Ｑ 

無
電
柱
化
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

Ａ

 

広
報
・
啓
発
に
つ
い
て
は
、
市
の
出
前
講
座
に
無
電
柱
化
に

関
す
る
内
容
を
追
加
す
る
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
事
例
集

な
ど
を
作
成
し
て
分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ 

無
電
柱
化
を
維
持
し
て
い
く
地
区
と
し
て
、
六
麓
荘
地
区
、

高
浜
松
韻
の
街
、
南
芦
屋
浜
地
区
の
３
地
区
が
指
定
さ
れ
て

い
る
が
、
面
的
な
整
備
が
進
ん
で
い
る
中
央
地
区
や
西
部
地

区
が
含
ま
れ
て
い
な
い
理
由
は
？

Ａ

 

３
地
区
に
つ
い
て
は
宅
地
開
発
に
よ
り
新
た
な
道
路
が
で

き
、
電
柱
が
建
つ
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
指
定
を
し
て
い
る
。
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
っ
た
中
央

地
区
や
西
部
地
区
で
も
無
電
柱
化
は
さ
れ
て
い
る
が
部
分

的
な
も
の
で
あ
り
、
面
的
な
指
定
は
難
し
い
。

Ｑ 

無
電
柱
化
推
進
基
金
の
規
模
や
予
算
額
は
？

Ａ

 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
考
え
て
お
ら
ず
、
寄
附
金
を

頼
り
に
し
て
い
る
た
め
、
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
予
算
額
は
今
後
検
証
し
て
い
く
が
、
１
年

間
で
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
寄
附
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
く
。

Ｑ 

事
業
の
安
定
性
に
つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ

 

国
に
補
助
金
を
も
ら
い
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
地
上
機
器
の
設
置
場
所
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
解

決
し
な
い
と
事
業
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
こ
の
基
金
を
う
ま
く
活
用
し
て
円
滑
に
進
め
て

い
く
。

Ｑ 

無
電
柱
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
と
前
面
に
押
し
出
し
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

 

無
電
柱
化
は
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
ま

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
調
査
で
は
、
地
価
が
７
％
上
が
っ
た
と

い
う
検
証
結
果
も
あ
る
。
今
後
も
丁
寧
に
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。

【
意
見
・
要
望
な
ど
】

⃝
  

た
だ
単
に
寄
附
金
を
集
め
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
地
上

機
器
に
寄
附
い
た
だ
い
た
方
の
名
前
を
貼
る
な
ど
、
市
民

の
方
が
参
加
意
識
を
持
っ
て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

質

疑

【
反
対
討
論
】

⃝
  

債
務
負
担
行
為
の
中
で
、
学
童
保
育
の
民
間
事
業
者
へ
の

業
務
委
託
料
や
送
迎
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
保
護
者

や
指
導
員
へ
の
説
明
や
話
し
合
い
を
な
い
が
し
ろ
に
し

た
ま
ま
で
、
委
託
の
方
針
を
示
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
２
カ

月
足
ら
ず
で
民
間
委
託
を
前
提
と
し
た
予
算
だ
け
を
確

保
す
る
と
い
う
や
り
方
は
あ
ま
り
に
も
乱
暴
す
ぎ
る
。
加

え
て
、
民
間
事
業
者
へ
の
業
務
委
託
が
子
ど
も
た
ち
の
感

情
や
育
ち
の
面
か
ら
も
、
ま
た
、
偽
装
請
負
の
危
険
性
が

常
に
つ
き
ま
と
う
と
い
う
点
か
ら
も
賛
成
は
で
き
な
い
。

【
内
容
】
　
小
学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
共
同
体
を
市

立
美
術
博
物
館
お
よ
び
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
の
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
。
管
理
を
行
わ
せ
る
期
間
は
、
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

質

疑

  

＊
関
連
議
案
（
第
76
号
議
案
）
の
質
疑
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

２
つ
の
施
設
を
１
つ
の
事
業
体
が
行
う
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
？

Ａ

 

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
設
備
面
や
館
の
維
持
管
理
に
関
し
て

重
複
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
１
つ
の
事
業
体
が
両
館

を
維
持
管
理
す
る
こ
と
で
、
経
費
を
削
減
で
き
る
。
ま
た
、
２

館
を
相
互
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
が

向
上
す
る
と
考
え
て
い
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
１
つ

の
事
業
体
と
な
る
た
め
、
も
し
そ
の
構
成
企
業
に
何
か
あ
る

と
、
２
館
と
も
運
営
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ 

子
ど
も
へ
の
教
育
に
関
す
る
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
市
か
ら

要
望
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

Ａ

 

子
ど
も
た
ち
が
美
術
博
物
館
に
な
れ
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
教
室
等
の
実
施
を
お
願

い
し
て
い
る
。
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
に
つ
い
て
は
、
小
学
館

集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
強
み
を
生
か
し
て
、
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
要
望
し
て

い
る
。

無
電
柱
化
推
進
条
例
お
よ
び
無
電
柱
化
推
進
基
金
条
例
の

制
定
（
第
68
号
議
案
・
第
69
号
議
案
）
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可 決
（全員一致）

市
立
美
術
博
物
館
お
よ
び
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
の
指
定
管
理
業
務

※
１　

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
主
に
日
中
、
保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
児
童
に
対
し
て
、
学
校
の
放
課
後
な
ど
に
遊
び
や
生
活
の
場
を

提
供
す
る
も
の
。
こ
の
た
び
の
第
66
号
議
案
（
留
守
家
庭
児
童
会
条
例
の
一
部
改
正
）
に
お
い
て
、「
芦
屋
市
留
守
家
庭
児
童
会
」
の

名
称
が
「
芦
屋
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
変
更
さ
れ
、
加
え
て
、
入
会
資
格
が
小
学
校
に
在
学
し
て
い
る
全
て
の
児
童
に
拡
大
さ

れ
ま
す
。

※
２　

 

債
務
負
担
行
為
と
は
、
１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
せ
ず
に
後
の
年
度
に
お
い
て
も
支
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
に
、
あ
ら
か
じ
め
後
の
年
度
の
債
務
を
約
束
す
る
こ
と
を
予
算
で
決
め
て
お
く
こ
と
。

無電柱化工事後のイメージ図



  あしや真政会

　義務的経費が増大する中、学校教育の向上を目指した多様

な事業が実施されたことを評価する。しかし、歳入の約半分

を占める市税収入が譲渡所得の減少などにより大幅な減額

となり、前年度に比べ大幅な基金の取り崩しを行っている。

中長期的には、人口減少や高齢化により、市税収入は減少し

ていくことが予測され、市民サービスを質的・量的に低下さ

せざるを得なくなる。今こそ、財政指標や財政構造について

分析を行い、将来にわたって安定的かつ持続可能な市民サー

ビスが行えるような行財政運営を求める。

  日本共産党

　被爆アオギリの植樹、山手中学校の建て替え工事や就学援

助の新入学学用品費の入学前支給、精神障がい者に係る医療

費助成の拡充など、前進した施策を評価する。１人当たりの財

政基金の残高は阪神間トップであり、余裕財政を示している

にもかかわらず、所得格差の拡大や生活保護世帯の増加など

市民生活は依然として厳しい。本市は創生総合戦略を進めて

きたが、市民が切望する公的保育・教育を守り、介護保険制度

の拡充など暮らし優先の施策を実効すべきである。「住民福祉

の増進」という地方自治体の役割を果たす財政運営を求める。

  公明党

　個人・法人市民税の減少で、市税収入が約５億７，８００万

円減少している。税収増の要因に乏しい中、介護、医療、子育

てに財源を振り向けなければならず、加えて、近年の台風や

豪雨、地震など、自然災害への備えも待ったなしの状況が続

く。公共施設の更新、維持管理に多額の財源を要する状況に

変わりはない中で、最も重要かつ不可欠な教育のさらなる充

実に取り組んでほしい。より一層、行財政改革に取り組み、必

要不可欠な施策に集中的に財源を振り向けるよう要望する。

  日本維新の会

　さまざまな行政サービスの充実に努められたことを評価

する。財政指標では、経常収支比率が上昇したほかはおおむ

ね改善されている。経常収支比率についても満期を迎えた市

債の一括償還があったためで、安定した財政運営が行われた

ものと評価する。しかし、少子高齢化による社会保障費の増

大などのリスクを抱える一方で、公共インフラの更新など支

出の大きな事業が控えており、楽観視できる財政状況ではな

い。今後も慎重な財政運営の継続と、持続性のある行政運営

を目指した取り組みを要望する。

決算に対して会派から一言！

一般会計歳出決算額

460億1,967万9千円平成29年度

決算 　決算特別委員会は、一般会計・特別会計・

財産区会計の各決算について９月26日か

ら３日間にわたり審査を行いました。

認定
賛成多

数
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賛成 賛成

反対 賛成

 決算特別委員会 

委員長　中島健一　　副委員長　森しずか

委員　　岩岡りょうすけ　福井利道

　　　　大原裕貴　　　　帰山和也

●決算収支の概要について

一般会計 特別会計 財産区会計

歳入総額
（前年度比）

468 億 1,820 万 2 千円
（15 億 2,218 万３千円・+3.4%）

292 億 574 万 2 千円
（7 億 2,623 万 3 千円・△ 2.4%）

4,777 万 3 千円
（644 万 2 千円・＋ 15.6%）

歳出総額
（前年度比）

460 億 1,967 万 9 千円
（17 億 9,732 万 5 千円・＋ 4.1%）

282 億 4,764 万 6 千円
（9 億 9,069 万 1 千円・△ 3.4%）

507 万 8 千円
（132 万円 8 千円・△ 20.7%）

●平成29年度決算

　平成29年度は、芦屋市創生総合戦

略や新たに策定した行政改革実施計

画等の内容を踏まえ、「安全・安心で

良好な住宅地としての魅力を高める

まちづくり」「若い世代の子育ての希

望をかなえるまちづくり」に重点を

置いた予算執行となりました。

●平成29年度の主な事業

□シティプロモーション事業 □さくら参道の無電柱化工事

□公共施設等におけるWi－Fi整備 □認定こども園の誘致

□民間活力を導入した放課後児童育成事業の推進

□分庁舎跡地整備事業 □山手中学校の建て替え事業

□JR芦屋駅南地区市街地再開発事業計画の策定に向けた取組

□市営住宅等大規模集約事業など

審査の過程で浮かび上がった問題点や課題を今後の予算編成な

どに反映するよう、市に対し意見を述べ、要望しました。

委員からどのような指摘や要望があったのか、その一部を紹介し

ます。

◇が平成29年度に実施された事業など

●が委員からの指摘・要望事項

防災・減災 市民マナー

公園施設の整備

教育環境の整備

高浜町１番住宅等大規模集約事業※

福　祉

◇ 避難行動要支援者への「個別避難支援計画」につい

て、地図情報と連携した管理システムを導入

◇ 土砂災害を想定した防災総合訓練を実施

◇ 新たな情報伝達ツールとして、フェイスブックやツ

イッタ―を活用

● 防災倉庫に薪を備蓄してほしい。

● 緊急・災害時要援護者台帳のさらなる活用で、防災・減

災の強化を求める。

● 緊急告知ラジオの活用で学校の防災のさらなる充実を求める。

◇ 大学と協働でデザインした犬の

散歩マナー啓発の路面タイルや

看板をモデルロードに設置

◇ 市民マナー条例推進計画の見直

しにあたり、市民意識調査を実施

● 市民マナー条例は街頭やイベント

での周知に加えて、学校などでの

啓発を求める。

● 阪急芦屋川駅東側の喫煙指定場所にパーティションを設

置してほしい。

◇ 中央緑道の照明設備の更新、西浜公園の照明設備の

更新や園路改修によるバリアフリー化を実施

◇ 宮塚公園のリニューアル工事を実施

● 浜町にある打出浜公園を改修してほしい。

● 公園はさまざまな世代の方が集まる施設であるため、バ

リアフリー化を求める。

● 公園トイレの改修により「人が集まらない公園」から「人

が集まる公園」となる。公園の利用者数の調査とともに、

原因分析も進めた上で、改修の優先順位を決定してほしい。
◇ 体育の授業などでタブレット端末を活用

◇ キッズスクエアを全小学校へ拡大

◇ 読書のまちづくりとして、文化ゾー

ン 3 館 が 連 携 し た 読 書 イ ベ ン ト

（niwa-doku）を開催

● 教員のさらなる負担軽減により、教育

の充実を図るよう求める。

● 留守家庭児童会の待機児童対策については、子どもや保

護者の意見を丁寧に聞き取るよう求める。

● 図書館蔵書の郷土資料などは市の資産として電子化によ

り劣化防止・省スペース化を要望する。

高浜町１番に市内６団地の市営住宅等を集約する事業で、

本年 12 月までに移転完了予定

◇ 平成 30 年度の完成に向け、移転に関する意向調査

を実施し、移転説明会を 5 回開催

● 市営住宅等の集約事業跡地の売却を適切に進めてほしい。

● 移転に伴う手続や対応を行うにあたり、高齢者や要介護

世帯に寄り添い、きめ細かな配慮を行うよう求める。

※ 10 面の視察報告にも関連記事を載せています。

◇ 高浜町１番社会福祉複合施設における地域密着型サー

ビスの平成 30 年度の整備に向け、事業予定者と協議

◇ Ｊ：ＣＯＭや広報あしや等を通じた介護予防センター

などの周知・啓発活動を実施

◇ 就労支援員を新たに配置し、ハローワークと連携を強化

◇ 生活困窮者に対する就労準備などを実施

● 徘徊高齢者対策の充実や認知症サポーターに活躍の場を

与えるよう求める。

● 特別養護老人ホーム待機者の実態把握と着実な計画の遂

行を求める。

● 市独自の介護保険料軽減策を実施してほしい。

● 国の扶助基準の引き下げなどで、生活保護世帯はさらに

厳しい状況になっている。生存権を保障する制度が生活

保護であり、市民の権利保障として生活保護行政を進め

てほしい。

● 働ける余地がある人については、働いて納税していただ

くのがあるべき姿である。自立可能世帯については、全

員が自立できるように取り組んでほしい。

芦屋市議会が

チェック！

決算特別委員会

リニューアルした宮塚公園

イメージキャラクター
楽しく読むゾウ

コミュニティ道路に設置さ
れている路面タイル
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松
木 

義
昭　

あ
し
や
真
政
会

中
島 

か
お
り　

無
所
属

寺
前 

尊
文　

日
本
維
新
の
会

学
力
テ
ス
ト
の
学
校
別
公
表
に
つ
い
て

議
員

学
力
テ
ス
ト
結
果
の

学
校
別
の
公
表
は
先
生
た

ち
の
指
導
の
改
善
や
子
ど

も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ

な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。
学
校
間
の
適
度
の

競
争
の
た
め
に
も
、
学
校
別
に
結
果
を
公
表
し

て
は
ど
う
か
。

教
委

各
学
校
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
学
校
ご
と

の
教
育
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
指
標

の
一
つ
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
各
学
校
で

比
較
を
す
る
よ
う
な
掲
載
は
、
序
列
化
な
ど
を

生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
ま
で
は

考
え
て
い
な
い
。

市
職
員
の
市
内
在
住
の
促
進
を
図
れ

議
員

大
阪
北
部
地
震
で
は
、
午
前
９
時
ま
で
に

出
勤
で
き
た
職
員
は
51
・
９
％
で
あ
っ
た
。
こ

れ
で
は
市
民
は
不
安
で
あ
る
。
市
職
員
の
市
内

在
住
率
の
向
上
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

市

現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
職
員
数
は
約

25
％
で
あ
る
が
、
東
灘
区
お
よ
び
西
宮
市
の
西

部
に
住
ん
で
い
る
職
員
を
合
わ
せ
る
と
、
６
割

近
く
の
職
員
が
す
ぐ
に
参
集
で
き
る
た
め
、
非

常
時
の
対
応
と
い
う
面
で
は
大
き
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

障
が
い
者
就
労
支
援
に
つ
い
て

議
員

市
役
所
内
で
カ
フ
ェ

や
売
店
な
ど
の
障
が
い
者

就
労
支
援
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

市

市
民
課
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
受
付

跡
の
今
後
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
市
民
交
流
や
カ

フ
ェ
等
に
よ
る
障
が
い

者
就
労
支
援
へ
の
活
用

も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
の
再
開
発
事
業
の

影
響
に
つ
い
て

議
員

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
の
再
開
発
に
伴
い
、

駅
北
側
の
バ
ス
停
が
南
へ
移
動
す
る
影
響
や

具
体
的
な
協
議
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

市

バ
ス
停
は
駅
南
側
で
１
カ
所
か
ら
３
カ

所
に
増
設
を
計
画
し
て
お
り
、
駅
北
側
で
は
減

少
す
る
と
考
え
る
が
、
詳
細
は
今
後
検
討
し
て

い
く
。
完
成
後
の
運
行
経
路
や
便
数
に
つ
い
て

の
阪
急
バ
ス
と
の
協
議
は
、
阪
急
バ
ス
か
ら
計

画
が
示
さ
れ
た
段
階
で
実
施
す
る
。

議
員

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
※

や
バ
ス
停
の
移
動
、
通
行
形
態
、
景

観
上
の
構
想
は
住
民
参
加
で
進
め
ら
れ
な
い

の
か
。

市

エ
リ
ア
内
の
街
路
景
観
や
通
行
形
態
は
、

地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

※ 

エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
魅
力
資
源
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

一
定
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
指
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
教
育
に
つ
い
て

◦
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

◦
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

幼
児
教
育
の
無
償
化
で
公
立
で
の

３
年
保
育
の
実
施
を

議
員

来
年
の
幼
児
教
育
無

償
化
に
よ
り
官
民
の
保
育

料
格
差
は
解
消
さ
れ
、
公

立
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
受
け
入
れ
を
慎
重
に
さ

せ
て
き
た
私
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集
へ
の
配
慮

は
、
無
償
化
以
降
は
必
要
が
な
く
な
る
。
公
立
幼

稚
園
で
の
３
年
保
育
の
実
施
を
求
め
る
。

教
委

３
年
保
育
に
つ
い
て
は
、「
市
立
幼
稚
園
・

保
育
所
の
あ
り
方
」
の
計
画
に
沿
っ
て
就
学
前

施
設
が
整
っ

た
段
階
で
、

保
護
者
の
ニ

ー
ズ
や
子
ど

も
た
ち
の
動

向
の
検
証
を

行
い
、
そ
の

状
況
に
応
じ

て
判
断
し
て

い
く
。

幼
稚
園
に
駐
輪
場
所
の
確
保
を

議
員

平
成
28
年
か
ら
自
転
車
通
園
を
許
可
し

た
こ
と
に
伴
い
、
以
前
か
ら
駐
輪
場
の
設
置
を

求
め
て
き
た
が
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

教
委

潮
見
幼
稚
園
は
専
用
の
出
入
口
な
ど
を

整
備
し
、
今
年
の
夏
休
み
に
は
小
槌
幼
稚
園
に

約
15
台
、
西
山
幼
稚
園
に
約
10
台
の
整
備
を

行
っ
た
。
岩
園
お
よ
び
宮
川
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
園
庭
を
削
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
整

備
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
総
合
公
園
の
設
備
充
実
に
つ
い
て

9月12日～ 14日の３日間に16人の議員が、

計45項目の一般質問を行いました。

内容の一部を紹介します。

詳細は市議会ホームページでご覧ください。

一 般 質 問

岩
岡 

り
ょ
う
す
け　

あ
し
や
真
政
会

全
公
立
小
中
学
校
の
体
育
館
に

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を

議
員

本
市
の
公
立
小
中
学

校
普
通
教
室
に
お
け
る
ク
ー

ラ
ー
設
置
率
は
１
０
０
％
だ

が
、
体
育
館
は
中
学
校
で
は
ゼ
ロ
校
で
あ
る
。

小
学
校
で
は
公
害
対
策
と
し
て
精
道
・
宮
川
小

学
校
の
２
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
体
育
館

で
の
運
用
に
よ
り
熱
中
症
リ
ス
ク
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
夏
、
熱
中
症
ら
し
き
症
状

が
出
た
小
中
学
生
数
は
何
人
か
。
ま
た
、
ど
う

い
っ
た
活
動
時
に
多
い
か
。

教
委

熱
中
症
と
み
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
数
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
を
合
わ
せ
て
１
７
２
人

で
、
体
を
動
か
す
活
動
や
部
活
動
、
集
会
時
に

多
い
傾
向
が
あ
る
。

議
員

全
小
中
学
校
の
体
育
館
に
ク
ー
ラ
ー
の

設
置
を
要
望
す
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

教
委

体
育
館
に
設
置
す
る
空
調
設
備
は
、
設
置

費
用
が
高
額
に
な
る
こ
と
に
加
え
、
専
用
の
機

械
室
や
相
当
大
き
な
室
外
機
の
設
置
場
所
も

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
特
に
気
温
の
高
い
日

に
は
体
育
館
の
利
用
を
控
え
る
な
ど
、
集
会
の

仕
方
や
授
業
で
の
運
用
の
工
夫
に
よ
り
対
応

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦ 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

◦ 

若
者
世
帯
の
定
住
施
策
に
つ
い
て

◦ 

労
務
管
理
と
労
使
交
渉
に
つ
い
て

い
と
う 

ま
い　

無
所
属

ま
ち
開
き
20
周
年
、
潮
芦
屋
の
課
題

へ
の
誠
実
な
対
応
を

議
員

潮
芦
屋
は
当
初
の
計

画
か
ら
変
更
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

市
は
地
域
の
課
題
を
何
と
捉
え
、
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
地
域
の
核
と
な
る
施
設
が
整
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市

本
地
区
の
課
題
は
、
生
活
利
便
施
設
の
充

実
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
の
さ
ら
な

る
活
用
で
あ
る
。
今
回
の
台
風
21
号
に
よ
る
被

害
を
受
け
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化

し
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
今
後
の
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
の
再
開
発
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

議
員

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
の
再
開
発
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
早
期
正
常
化
を
求
め

る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
に
具
体
的
な
情
報
を

周
知
し
、
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
求
め
る
。

市

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
早
期
の
再
開
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
会
員
に
対
す
る
説

明
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
や

交
通
広
場
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
現
在
検
討

を
進
め
て
お
り
、
進
捗

に
応
じ
た
周
知
の
中

で
、
市
民
の
意
見
を
聞

い
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦ 

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
夜
間
中
学
に
つ
い
て

田
原 

俊
彦　

公
明
党

医
療
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

議
員

神
戸
市
が
始
め
た
24

時
間
医
療
相
談
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
＃
７
１
１
９
）

に
、
芦
屋
市
民
も
相
談
で
き
る
よ
う
協
議

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

市

24
時
間
対
応
の
医
療
相
談
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
は
、
神
戸
市
が
実
施
し
て
い
る
「
救
急
安

心
セ
ン
タ
ー
事
業
＃
７
１
１
９
」
の
広
域
化
を

活
用
し
、
平
成
31
年
度
早
期
の
参
画
に
向
け
て

協
議
を
進
め
て
い
る
。

防
災
倉
庫
に
つ
い
て

議
員

防
災
倉
庫
の
維
持
管
理
や
整
理
整
頓
を

芦
屋
防
災
士
の
会
と
連
携
で
き
な
い
か
。

市

防
災
倉
庫
の
維
持
管
理
は
、
芦
屋
防
災
士

の
会
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

協
力
を
得
て
進
め
て
い
く
。

議
員

防
災
備
蓄
品
に
常
温
で
保
存
で
き
、
容
器

に
吸
い
口
を
つ
け
れ
ば
す
ぐ
飲
め
る
液
体
ミ

ル
ク
を
今
後
常
備
す
る
よ
う
要
望
す
る
が
、
ど

う
か
。

市

液
体
ミ
ル
ク
は
、
今
後
の
商
品
化
に
併
せ

て
備
蓄
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
共
生
社
会
に
向
け
て

◦
消
費
生
活
に
つ
い
て

帰
山 

和
也　

公
明
党 

地
震
や
豪
雨
の
教
訓
を
活
か
し

巨
大
災
害
に
備
え
を
！

議
員

大
阪
北
部
地
震
時
の

教
職
員
の
出
勤
状
況
と
課

題
を
問
う
。

教
委

学
校
園
は
勤
務
の
開
始
時
刻
が
早
い
た

め
、
教
職
員
は
発
災
前
に
ほ
ぼ
出
勤
で
き
た
が
、

今
後
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
さ
ら
な
る
周
知
徹

底
や
、
災
害
の
状
況
に
よ
り
出
勤
で
き
る
教
職

員
が
少
な
い
場
合
に
、
地
域
の
方
と
と
も
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

命
を
守
る
防
災
ベ
ッ
ド
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
、
家
具
転
倒
防
止
策
の
普
及
促
進
状
況
を

問
う
。

市

防
災
ベ
ッ
ド
や
寝
室
な
ど
の
耐
震
化
工

事
は
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
の
ほ
か
、

設
置
促
進
書
類
の
配
布
や
訓
練
で
の
デ
モ
機

の
活
用
な
ど
、
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

議
員

①
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
、
②
津
波
浸
水

想
定
区
域
内
の
２
階
以
下
に
お
住
ま
い
の
要

援
護
者
数
を
問
う
。

市

①
高
齢
者
72
人
、
障
が
い
の
あ
る
人
20

人
。
②
高
齢
者
１
９
６
人
、
障
が
い
の
あ
る
人

36
人
で
あ
る
。

議
員

芦
屋
川
上
流
に

透
過
型
砂
防
え
ん
堤

の
新
設
を
国
・
県
に
要

望
し
て
は
ど
う
か
。

市

効
果
な
ど
を
国
・

県
と
検
討
の
上
、
必
要

に
応
じ
要
望
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
野
生
鳥
獣
に
つ
い
て

透過型砂防えん堤

JR芦屋駅南地区　整備計画のイメージ図
※最終案ではありません。

幼児教育の充実で「教育のまち芦屋」の
ブランドイメージを高めたい

浜風小学校（イラスト：松木義昭）

市役所北館１階の市民課
マイナンバー交付受付跡

24時間医療相談コールセンター

（♯7119）　
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山
田 

み
ち
子　

あ
し
や
真
政
会

河
川
水
難
事
故
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

議
員

芦
屋
川
高
水
敷
護
岸

に
、
救
命
用
ロ
ー
プ
の
設

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
啓
発
看
板
に
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市

高
水
敷
護
岸
へ
の
ロ
ー
プ
設
置
に
つ
い

て
は
、
必
要
性
や

安
全
性
に
つ
い
て

県
と
協
議
し
て
い

く
。
河
川
敷
利
用

の
マ
ナ
ー
等
の
啓

発
看
板
は
、
劣
化

等
必
要
に
応
じ
て

取
り
換
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
マ
イ
キ
ー
領

域
※

を
活
用
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等

の
ポ
イ
ン
ト
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
振
り
替

え
、
地
元
商
店
街
、「
名
物
チ
ョ
イ
ス
」
に
よ
る

買
い
物
、
地
元
産
品
の
販
売
に
つ
な
げ
る
地
域

経
済
応
援
実
証
事
業
に
参
加
し
な
い
か
。

市

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
マ

イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
実
証
事
業
へ
の

参
加
は
、
参
加
自
治
体
の
事
例
や
事
業
者
の
負

担
も
考
慮
し
つ
つ
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
策
と
し
て
の
効
果
を
見
定
め
て
い
く
。

※ 

マ
イ
キ
ー
領
域
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て
い

る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
の
、
民
間
も
含
め
て
活
用
可
能
な
公
的
個
人
認

証
と
空
き
容
量
の
部
分
。
こ
の
領
域
を
活
用
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
１
枚
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
に
な
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

ひ
ろ
せ 

久
美
子　

日
本
共
産
党 

森 

し
ず
か　

日
本
共
産
党 

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
の
再
開
発
に

つ
い
て

議
員

計
画
中
の
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
や
ロ
ー
タ

リ
ー
に
つ
い
て
は
、
市
民

へ
の
さ
ら
な
る
周
知
を
行
い
、
ま
た
、
意
見
を

聞
き
反
映
さ
せ
る
場
を
設
け
る
よ
う
求
め
る
。

市

今
後
、
進
捗
に
応
じ
市
民
の
皆
さ
ま
に
広

く
周
知
を
図
る
中
で
、
い
た
だ
い
た
意
見
や
要

望
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て

議
員

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
観
点
か
ら
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
補
助
を
行
う
よ
う
求
め

る
が
、
ど
う
か
。

市

道
に
面
し
た
民
間
所
有
の
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
の
た
め
、
補
助
制
度
の

創
設
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

土
砂
災
害
防
止
の
た
め
に
、
砂
防
ダ
ム
の

点
検
強
化
を
求
め
る
。

市

補
修
が
必
要
な
砂
防
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、

管
理
者
で
あ
る
国
や
県
に
速
や
か
な
対
策
を

求
め
て
い
く
。

議
員

防
災
行
政
無
線
の
問
題
点
を
解
決
す
る

よ
う
求
め
る
。

市

今
年
度
、
音
響
調
査
の
結
果
を
受
け
、
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
あ
し
や
防
災
ネ
ッ
ト
や

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
も

重
ね
て
周
知
し
て
い
く
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

議
員

災
害
と
も
い
わ
れ
る

猛
暑
で
は
、
特
に
配
慮
を

要
す
る
生
活
保
護
世
帯
や

低
所
得
者
世
帯
へ
の
熱
中
症
対
策
が

急
が
れ
る
。
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
よ
り
、
４

月
以
降
の
生
活
保
護
受
給
者
に
は
エ
ア
コ
ン

代
と
設
置

費
用
の
助

成
が
認
め

ら
れ
た
。
そ

の
内
容
を

周
知
し
、
生

活
保
護
の

し
お
り
へ

の
明
記
を

求
め
る
。

市

生
活
保
護
受
給
者
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入

費
用
の
支
給
は
、
家
庭
訪
問
の
際
に
設
置
状
況

を
確
認
し
、
支
給
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
制

度
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

エ
ア
コ
ン
購
入
対
象
者
を
拡
大
し
、
修
理

費
も
認
め
る
よ
う
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

市

対
象
者
の
拡
大
や
修
理
費
を
認
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
日
常
の
生
活
用
品

は
エ
ア
コ
ン
等
の
耐
久
消
費
財
も
含
め
、
毎
月

の
生
活
費
の
中
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯
に
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
貸
付
制
度
等
を
案
内
し
て
い
る
。

今
後
も
生
活
保
護
受
給
者
の
生
活
実
態
を
十

分
に
把
握
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦ 

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
介
護
保
険
制

度
に
つ
い
て

前
田 

辰
一　

無
所
属

業
務
委
託
内
容
を
検
証
可
能

と
す
る
指
針
づ
く
り
を

求
め
る

議
員

業
務
委
託
が
増
加
傾

向
で
あ
る
。
行
政
事
務
の

補
完
の
一
面
も
あ
る
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
主
に

な
る
事
務
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
も

の
が
あ
る
。
委
託
事
務
の
選
定
や
選
定
基
準
の

透
明
性
の
確
保
、
業
務
内
容
に
あ
っ
た
評
価
や

管
理
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
契
約

で
完
結
で
は
な
く
、
委
託
内
容
で
求
め
た
水
準

の
達
成
や
進
行
管
理
の
視
点
な
ど
を
定
め
た

指
針
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
問
う
。

市

委
託
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
事
業

や
選
定
基
準
を
公
表
す
る
な
ど
、
透
明
性
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
情
報
保
護
や
守
秘
義

務
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
４
月

か
ら
は
法
令
遵
守
誓
約
書
を
徴
取
し
、
労
働
法

令
の
遵
守
や
雇
用
・
労
働
条
件
が
よ
り
適
切
に

配
慮
さ
れ
る
よ
う
見
直
し
を
図
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

民
間
委
託
は
、
業
務
完
了
報
告
書
の
提
出
を

求
め
、
業
務
内
容
に
合
わ
せ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
検
証
等
を
行
う
な
ど
の
運
用
に
よ
り
、
適
切

に
管
理
・
評
価
し
て
お
り
、
独
自
の
指
針
等
は

策
定
し
て
い
な
い
が
、
策
定
に
向
け
て
鋭
意
努

力
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦ 

地
域
自
治
活
動
と
地
区
集
会
所
に
つ
い
て

大
原 

裕
貴　

日
本
維
新
の
会

広
報
に
つ
い
て

議
員

現
在
、
各
部
署
が
所

管
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
各
ア
カ
ウ
ン
ト
を
見
る
と
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
２
桁
台
の
ア
カ
ウ
ン
ト
も

存
在
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
は
疑
問
が
残
る
。
市
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、「
マ
チ
イ
ロ
※

」
も
情
報
発
信
の
ツ
ー

ル
と
し
て
も
っ
と
有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

市

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
は
、
複
数
の
ア
カ

ウ
ン
ト
の
運
用
に
よ
り
、
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー
に

対
し
て
多
様
な
選
択
肢
を
提
供
し
て
お
り
、
各

ア
カ
ウ
ン
ト
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
機
を

捉
え
た
効
果

的
な
情
報
発

信
に
努
め
て

い
く
。

　

ま
た
、「
マ

チ
イ
ロ
」
は
、

広
報
あ
し
や

や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

な
ど
と
も

相
乗
効
果
が

発
揮
で
き
る

よ
う
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
周
知

し
て
い
く
。

※ 「
マ
チ
イ
ロ
」
と
は
、
自
治
体
が
発
行
す
る
広
報
紙
な
ど
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
。「
広
報

あ
し
や
」「
あ
し
や
市
議
会
だ
よ
り
」
も
読
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
災
害
発
生
時
の
対
策
に
つ
い
て

◦
駅
前
の
違
法
駐
車
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

中
島 

健
一　

あ
し
や
真
政
会

発
達
支
援
を
さ
ら
に
進
め
よ

議
員

児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
で
は
、
芦
屋

市
唯
一
の
セ
ン
タ
ー
と
し

て
市
の
積
極
的
関
与
が
求

め
ら
れ
る
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
含

め
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
質
の
向
上
等
へ

の
働
き
か
け
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

市

市
内
に
12
月
開
設
予
定
の
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
事
業
所
へ
の
援

助
・
助
言
を
行
う
地
域
の
中
核
的
な
療
育
支
援

の
役
割
を
担
う
施
設
で
あ
る
が
、
民
設
民
営
で

あ
り
、
市
と
し
て
助
言
・
指
導
を
し
な
が
ら
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を

補
完
し
て
い
く
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
に
つ
い
て

議
員

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
検
討
委

員
会
を
明
確
化
し
、
会
議
公
開
や
、
さ
ら
な
る

事
業
の
発
展
を
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市

現
在
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

設
置
か
ら
３
年
目
で
あ
り
、
チ
ー
ム
員
を
構
成

員
と
す
る
検
討
委
員
会
で
は
、
事
例
検
討
や
対

応
フ
ロ
ー
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
こ
の
３
年
間
の
検
証
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、

検
討
委
員
会
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

平
野 

貞
雄　

日
本
共
産
党 

学
童
保
育
の
民
間
委
託
は

公
的
責
任
の
後
退
で
は

な
い
か

議
員

学
童
保
育
は
、
子
ど

も
た
ち
の
発
達
保
障
と
い

う
人
権
保
障
の
施
策
で
も
あ
り
、
行
政
が
直
接

運
営
す
る
こ
と
で
公
的
責
任
を
果
た
し
て
き

た
が
、
市
立
４
小
学
校
の
学
童
保
育
を
民
間
委

託
に
移
行
す
る
こ
と
は
、
公
的
責
任
の
後
退
で

は
な
い
か
。
保
護
者
に
は
通
告
の
み
で
、
合
意

形
成
の
た
め
の
公
的
責
任
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

市

留
守
家
庭
児
童
会
の
民
間
委
託
は
、
積
極

的
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

体
制
や
さ
ら
な
る
保
育
内
容
の
充
実
と
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
、「
子
育
て
未
来

応
援
プ
ラ
ン
あ
し
や
」
の
実
効
性
を
よ
り
一
層

高
め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

教
委

当
事
者
等
と
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
は
、

最
終
的
な
具
体
案
を
７
月
５
日
に
各
関
係
者

に
説
明
し
た

と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
後
も

引
き
続
き
事

業
の
進
捗
状

況
に
応
じ
て
、

各
学
級
で
の

説
明
会
を
行

う
な
ど
丁
寧

な
説
明
に
努

め
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
平
和
行
政
に
つ
い
て

徳
田 

直
彦　

公
明
党

防
災
に
つ
い
て

議
員

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
配
備
が
人
口
規
模
の
割

に
は
遅
れ
て
い
る
。
市
が

指
定
す
る
避
難
所
、
公
園
、
集
合
住
宅
な

ど
に
も
配
備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
市
の

施
設
に
は
可
能
な
限
り
整
備
し
て
い
く
。

議
員

本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
他
市
の
よ

う
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
画
面
か
ら
で
も
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
ス
マ
ホ
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
な
ど
で
今
い
る
場
所
か
ら
近
い

避
難
所
や
防
災
備
蓄
倉
庫
な

ど
も
確
認
が
で
き
、
使
い
や

す
く
な
る
。

市

防
災
情
報
マ
ッ
プ
は
近

隣
市
の
状
況
調
査
を
終
え
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
導
入
に
向
け
て

検
討
中
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
自
治
体
に
つ
い
て
※

議
員

ス
マ
ー
ト
自
治
体
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

市

ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の
転
換
は
、
人
口
縮

減
時
代
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て

お
り
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
行
政
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
職
員
が
専
門
的
な
業
務

に
注
力
で
き
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
公
務

に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

※ 

ス
マ
ー
ト
自
治
体
と
は
、
自
治
体
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
な
情
報
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
標
準
化
・
共
有
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
な
ど
で
処
理
で
き
る
事
務
作
業
を
全
て
Ａ
Ｉ
な

ど
に
任
せ
、
職
員
は
企
画
立
案
や
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な

ど
の
業
務
に
集
中
す
る
こ
と
を
指
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
行
政
に
対
し
て
の
不
公
平
感
に
つ
い
て

SNSアカウントのフォロワー数（平成30年9月10日21時時点）
Twitterについては100を切っているアカウントも存在する。

生活保護申請時に利用される「生活保護の
しおり」は、利用者にわかりやすいものでなけ
ればならない　

市民と共に学童保育を考える資料

ハザードマップの改善を求める

防災知識の向上や災害の備
えを目的に作成されたあしや防
災ガイドブック

芦屋川河川敷に設置されている看板
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◆審議結果一覧

◆賛否の分かれた議案
本市議会では、賛否の分かれた議案に対する議員個人の賛否を「あしや市議会だより」と市議会ホームページで公開しています。

今回賛否の分かれた議案等の採決の結果は次のとおりです。

会派名 あしや真政会 公明党
日本共産党

芦屋市議会議員団
日本維新の会
芦屋市議会議員団

会派に属さない議員 議決結果

 

議
員
名

議案番号

岩
岡
り
ょ
う
す
け

福

井

利

道

長

野

良

三

福
井
美
奈
子

山
田
み
ち
子

畑

中

俊

彦

中

島

健

一

重
村
啓
二
郎

松

木

義

昭

徳

田

直

彦

帰

山

和

也

田

原

俊

彦

ひ
ろ
せ
久
美
子

森

し

ず

か

平

野

貞

雄

寺

前

尊

文

大

原

裕

貴

い
と
う
ま
い

長

谷

基

弘

前

田

辰

一

中
島
か
お
り

結

果

賛

成

反

対

棄

権

第59号議案 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決 16 4 0

第70号議案 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × × 〇 可決 14 6 0

第75号議案 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決 19 1 0

第76号議案 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決 16 4 0

第82号議案 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定 16 4 0

※「○」…賛成、「×」…反対、「欠」…欠席、「棄」…棄権、「除」…除斥、「-」…議長 （議長は表決に参加しません。）

議案
番号 件名 結果 内容

条例の制定

65 市立幼保連携型認定こども園の設置及び管理に関する条例 可決 市立幼保連携型認定こども園の設置および管理について必要な事項を定めるもの

68 無電柱化推進条例 可決
市および関係事業者の責務等を明らかにするとともに、無電柱化の推進に関する計画の策定等を定めることによ
り、無電柱化に関する施策を推進し、もって公共の福祉の確保及び住環境の向上等に資することを目的とするもの。 
２・３ページの「注目の議案」をご覧ください。

69 無電柱化推進基金条例 可決 無電柱化を推進することを目的として、芦屋市無電柱化推進基金を設置するもの

条例の一部改正

58
芦屋市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に
関する条例

可決
公職選挙法の一部改正を踏まえ、市議会議員の選挙において、候補者が選挙運動のために使用するビラの作成に係る
公費負担の限度額等を定めるためのもの

59
行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
に関する条例

可決

社会保障、地方税および防災に関する分野で、市の条例で定める事務であれば、独自にマイナンバーを利用することが
できるとされている。今回、新たに医療助成事務と外国人に対する生活保護事務を市で独自にマイナンバーを利用で
きる事務として定めるとともに、税と保険に関する事務などを主に庁内で情報連携してマイナンバーを利用できる事
務として条例に規定するもの

60 職員定数条例 可決
今後の就学前施設の再編等に伴う行政需要を踏まえ、職員定数の内訳を改めるとともに、育児休業中の職員および他
の地方公共団体に派遣している職員等を定数の算定から除外するもの

61 手数料条例 可決
建築基準法の一部改正に伴い、建築物の敷地と道路との関係の認定申請手数料を定めるとともに、工業標準化法の一
部改正に伴い、関係条文を整理するもの

62 市営住宅の設置及び管理に関する条例 可決 高浜町の市営住宅の建設に伴い、建設後の住宅の位置等および自動車保管場所使用料を定めるもの

63 男女共同参画センターの設置及び管理に関する条例 可決 男女共同参画センターの移転に伴い、施設の位置を改めるとともに、使用料を定めるもの

64
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保
育料等に関する条例

可決 市立幼保連携型認定こども園の設置に伴い、預かり保育料について必要な事項を定めるもの

66 留守家庭児童会条例 可決
「芦屋市留守家庭児童会」の名称を「芦屋市放課後児童クラブ」に変更するとともに、入会資格を小学校に在学してい
る全ての児童に拡大するもの

67 介護保険条例 可決 介護保険法施行令の一部改正に伴い、条例で引用する介護保険法施行令の条項を改めるもの

81 福祉医療費の助成に関する条例 可決
未婚のひとり親に対し、福祉医療費の助成の所得要件である市町村民税の非課税の範囲および市町村民税所得割額
の算定について、寡婦等のみなし適用をするもの

平成29年度決算

78 水道事業会計決算の認定 認定

総収益は、南芦屋浜の配水管布設工事の受託工事収入や宝塚市が阪神水道企業団に加入したことによる分賦金返還
金などにより、前年度より4,116万円増の22億1,673万3,000円。
総費用は、退職手当による人件費の増加や南芦屋浜の配水管布設工事の物件費の増加などにより、前年度より1,280
万6,000円増の19億1,213万1,000円。
その結果、差引収支は3億460万2,000円の純利益となり、昭和53年以来の高水準となったもの

80 病院事業会計決算の認定 認定

総収益は、入院収益における診療単価の増加と、外来収益における患者数の増加などにより、前年度より5,176万1,000円増
の49億5,889万8,000円。
総費用は、研修医や嘱託職員に係る報酬、医師等の増員に伴う給料等、退職給付費などの給与費の増加により、前年度より2億
506万5,000円増の54億426万1,000円。
その結果、差引収支は4億4,536万3,000円の純損失となり、当年度の未処理欠損金は119億8,228万2,000円となったもの

82 各会計決算の認定 認定 ４・５ページの「平成29年度決算」をご覧ください。

平成30年度補正予算

70 一般会計（第２号） 可決

地方税共通電子納税システム導入に係るシステム改修経費の追加を行うほか、市内４小学校における放課後児童ク
ラブ事業の委託、公共施設の包括管理業務の委託、「潮芦屋交流センター・休日応急診療所・市立美術博物館および
谷崎潤一郎記念館」の各施設における指定管理業務をそれぞれ実施するため、債務負担行為の追加を行うもの。２・３
ページの「注目の議案」をご覧ください。

71 国民健康保険事業特別会計（第１号） 可決 前年度における退職者医療療養給付費が見込みを下回ったことに伴う、退職者医療給付に係る交付金の償還金の追加を行うもの

72 病院事業会計（第１号） 可決 下記の77号議案に関する損害賠償金を支払うための予算を追加するもの

83 一般会計（第３号） 可決 兵庫県の９月補正予算の発表に伴い、台風第２１号の被災者に対する支援事業に係る経費の追加および債務負担行為の追加を行うもの

その他

56 教育委員会委員の任命 同意 平成30年10月1日をもって任期が満了する委員の次期委員を任命するもの

57 人権擁護委員の候補者の推薦 同意 本市地域における人権擁護委員が1名増員されることとなったため、新たに委員を推薦するもの

73 潮芦屋交流センターの指定管理者の指定 可決 ＮＰＯ法人芦屋市国際交流協会を潮芦屋交流センターの指定管理者に指定するもの

74 休日応急診療所の指定管理者の指定 可決 芦屋市医師会を休日応急診療所の指定管理者に指定するもの

75 自転車駐車場の指定管理者の指定 可決 サイカパーキング株式会社を自転車駐車場の指定管理者に指定するもの

76 市立美術博物館及び谷崎潤一郎記念館の指定管理者の指定 可決 小学館集英社プロダクション共同体を市立美術博物館および谷崎潤一郎記念館の指定管理者に指定するもの

77 損害賠償の額を定めることについて 可決 平成29年度に起こった市立芦屋病院での医療事故について、損害賠償額が確定したため、市議会の議決を求めるもの

79 平成29年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決
平成29年度決算において生じた未処分利益剰余金3億460万1,615円のうち、1,862万7,610円を資本金に組み入れること
で水道経営の安定化を図り、1億9,505万万6,000円を減債積立金に積み立てることで、将来の企業債負担の軽減を図るもの

陳情

17
歩道を走行の自転車に左側歩道を走行することを促
す兵庫県条例制定を求める陳情書

結論を

得ず
兵庫県知事に対し、歩行者の安全のため自転車は左側歩道を走行することを促す兵庫県条例の制定を求めるもの

※ は「賛否の分かれた議案」を表しています。　※陳情は建設公営企業常任委員会での審査結果です。

福
井 

利
道　

あ
し
や
真
政
会

家
で
子
育
て
す
る
世
帯
に
も

補
助
が
必
要
で
は
な
い
か

議
員

待
機
児
童
対
策
は
急

務
で
あ
り
、
新
た
な
施
設

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
併
せ
て

必
要
な
の
が
家
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
世
帯

へ
の
補
助
と
考
え
る
。
多
額
な
公
費
で
建
設
す

る
認
定
こ
ど
も
園
等
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
所
得
に
関
係
な
く
「
芦
屋

こ
ど
も
育
成
券
」
を
交
付
し
、
公
平
な
子
育
て
支

援
を
求
め
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

市

「
芦
屋
こ
ど
も
育
成
券
」
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
女
性
活
躍
の
推
進
な

ど
に
伴
う
環
境
整
備
の
側
面
か
ら
も
、
保
育
施

設
等
の
量
的
な
拡
充
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

「
子
育
て
未
来
応
援
プ
ラ
ン
あ
し
や
」
に
基
づ

く
重
要
施
策
と
し
て
施
設
整
備
等
を
進
め
て

い
る
た
め
、
一
律
の
助
成
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

教
委

公
立
幼
稚
園
を
有
効
活
用
し
、
公
立
・
私

立
の
認
定
こ
ど
も
園
を
設
け
、
待
機
児
童
対
策

と
３
歳
児
の
教
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
市
立
幼
稚

園
・
保
育
所
の
あ
り
方
」

を
着
実
に
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
、
一

律
の
助
成
ま
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦ 

無
電
柱
化
の
促
進
と
進
め
方
に
つ
い
て

◦ 

市
内
商
工
業
者
に
対
す
る
事
業
発
展
助
成

の
考
え
方
に
つ
い
て

◦市内の移動を共同利用の自転車で！

◦無電柱化の先進事例「金沢方式」とは？
  建設公営企業常任委員会  

　建設公営企業常任委員会は、８月６日と７日の２日間、富山県富山市、石

川県金沢市へ行政視察を実施しました。

　富山市では、自転車市民共同利用システム（市内各所に設置された専用の

ステーションから、自由に自転車を利用し、任意のステーションに返却がで

きる仕組み）について視察しました。市と民間事業者が協働し、民設民営

で導入され、ＣＯ２の削減や中心市街地の活性化など、さまざまな効果が

出ているそうです。

　また、金沢市では、「金沢方式」と呼ばれる無電柱化の取り組みを視察し

ました。まちなみや幅員などの地域特性に合わせて、従来の完全地中化の

ほか、軒下配線や地上機器の集約設置などのさまざまな手法を組み合わせ

て無電柱化が進められ

ていました。住民等と

の合意形成に至るまで

のワークショップの実施

例や地上機器設置場所

の工夫なども教えてい

ただきました。両市に

おいて、現地視察もさ

せていただき、大変参

考になりました。

　9 月 4 日に台風 21号が直撃し、宮川沿いや南芦屋浜地区での浸水被害、護岸

へのコンテナ漂着など、本市にも甚大な高潮被害をもたらしました。この被害に

ついて、早急な原因究明と対策を実施するよう、10 月４日に山中市長と畑中市

議会議長が、井戸兵庫県知事に緊急要望書を提出しました。

　近い将来発生が懸念される南海トラフ地震による津波に備えるためにも、早急

な対策を強く要望するものです。

兵庫県知事へ緊急要望を行いました

芦屋市高浜町１番住宅の

視察を行いました
　８月 28 日に、芦屋浜・南芦屋浜まち

づくり調査特別委員会の委員を中心に、

高浜町に新しく建設された高浜町１番住

宅の視察を行いました。担当課から概要

説明を受け、その後、中庭や親水水辺、

各部屋（１ＤＫ・２ＤＫ・３ＤＫ・車イス２ＤＫ）

をそれぞれ見学しました。今後、新たな

コミュニティの形成により、この地域が

さらに活性化することを願っています。

無電柱化の先進地である金沢市の視察の様子

高浜町１番住宅の視察の様子

（イラスト：福井利道）

今年度から委員会視察の報告書をホームページで紹介することになりま
した。詳しくは市議会ホームページをご覧ください。
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芦
屋

市
で

は
、

ブ
ッ

ク
ワ

ー
ム

芦
屋

っ
子

の
育

成
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

限
り

あ
る

資
源

を
大

切
に
！

 本
誌

は
リ

サ
イ

ク
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に
よ
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紙
と
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ベ

ジ
タ

ブ
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芦屋の話、

しませんか？

？問題

平成29年度決算特別委員会が開かれ、３日間にわた

り審査が行われました。

決算収支の概要が示され承認されましたが、会計に

は一般会計・特別会計・財産区会計があります。この

３つの会計の歳入総額はいくらでしょうか。
（出題者：編集委員 ひろせ久美子）

前回のクイズの答え  
「芦屋市議会では、議会運営の原則や市民と議会、議会と市長

との関係等について、議会の基本姿勢を明文化した条例を定

めています。なんという条例でしょうか？」の正解は、「③議会基

本条例」でした。 ※前回の応募総数は38件

■応募方法

「電子メール」または「はがき」にて、住所・氏名・年齢・電話番号・

クイズの答え・議会や本誌に対するご意見やご感想を明記して

ご応募ください。

※メールで応募する場合、件名は「第24回議会クイズ応募」としてください。

■応募締め切り

平成30年11月28日（水）まで ※当日消印有効

■応募先

〒659-8501 芦屋市精道町７番６号 
芦屋市役所 市議会事務局
メールアドレス：gijityousa@city.ashiya.lg.jp
※個人情報は賞品の発送以外には使用いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

12月定例会
日程（予定）

芦屋市議会では、本会議・常任委員会・特別委員会・議会運営

委員会を傍聴することができます。ぜひお越しください。

月 火 水 木 金 土 日

11/19 20 21 22 23 24 25

議会運営

委員会

26 27 28 29 30 12/1 2

本会議（提案説明）

総務常任委員会

議会運営

委員会

本会議

（採決・提案説明）

3 4 5 6 7 8 9

建設公営企業

常任委員会

民生文教

常任委員会

総務

常任委員会

10 11 12 13 14 15 16

議会運営

委員会

本会議

（一般質問）

本会議

（一般質問）

本会議

（一般質問等）

委員会

（予備日）

17 18 19 20 21 22 23

議会運営

委員会

本会議

（採決）

○
本
会
議
・
委
員
会
の
開
始
は
、
原
則
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

編　集　後　記

台風21号による高潮や暴風は、

市内各地に浸水や停電の被害

をもたらしました。被災された皆さ

まにお見舞いを申し上げます。震

災復興により“災害に強いまち”を

目指した本市に、新たな課題が

突きつけられました。今や自然災

害に「想定外」は許されません。

今後も議会を挙げて防災・減災

の取り組みに尽力していきますの

で、ご指導を願います。

【編集委員】

寺前尊文

議会のナゼ？

なに？

再発見！ 第24回議会クイズ

正解者の中から抽選で3名の方に図書カード（５００円分）を差し上げ
ます。正解は、2月発行予定のあしや市議会だより１０7号で発表し
ます。たくさんのご応募をお待ちしています。

ＱＲコード（メールアドレス）

①７６０億７，１７１万７千円

②１兆７，１７１億円

③７０億７，１７１万円

議会の仕組みや活動を市民の皆さまにより知っていただくため

に、議会報告会を開催します。平成29年度の決算審査の報告

のあと、右記のテーマで意見交換会を行います。皆さんのご参

加をお待ちしております。

〈意見交換会テーマ〉

ごみ処理について
11月15日（木） 午後１時～午後２時40分

市役所南館４階大会議室

〈意見交換会テーマ〉

無電柱化の取り組みについて
11月16日（金） 午前10時～午前11時40分

市役所南館４階大会議室

〈意見交換会テーマ〉

公共施設等総合管理計画について
11月23日（金・祝） 午後２時～午後３時40分

保健福祉センター３階 会議室１

議会報告会の開催

※事前の申し込みは不要です。

　直接会場にお越しください。

第１回

第2回

第3回

議長、副議長による抽選会


